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的
・
具
体
的
な
交
流
や
交
渉
に
関
す
る
研
究
は
、
比
較
的
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。
以
下
で
は
、
特
に
比
較
思
想
的
な
含
意
を
有
す
る
研
究
に
つ
い
て
、

そ
の
特
徴
か
ら
幾
つ
か
の
類
別
化
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

的
な
論
著
を
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
、（
一
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
（
特
に
啓
蒙
思
想
家
や
フ
ラ
ン
ス
）

と
の
思
想
的
な
交
流
や
交
渉
を
検
証
し
た
も
の
と
し
て
、
夙
に
戦
前
の
成

果
と
し
て
、
後
藤
末
雄
『
支
那
思
想
の
フ
ラ
ン
ス
西
漸
』（
第
一
書
閣
、

一
九
三
三
. ,
↓
の
ち
『
中
国
思
想
の
フ
ラ
ン
ス
西
漸
』
と
改
題
、
矢
沢
利

彦
校
訂
・
全
二
巻
、
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
、
一
九
七
四
）
が
、
そ
の
い
わ

ば
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
存
在
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る）

1
（

。
ま
た
、
同
様
の
関
心
に

発
し
た
、
堀
池
信
夫
『
中
国
哲
学
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
者
』（
上
・
下
）

（
明
治
書
院
、
一
九
九
六
・
二
○
○
二
）、
次
い
で
、
井
川
義
次
『
宋
学
の

西
遷

│
近
代
啓
蒙
へ
の
道
』（
人
文
書
院
、
二
○
○
九
）
な
ど
が
、
近

年
の
参
照
す
べ
き
労
作
と
し
て
、
特
筆
に
値
す
る
。

一
　
比
較
思
想
の
立
場
か
ら
見
た
、
戦
後
の
中
国
哲
学
・
思
想
史
研
究

　
小
論
で
は
、
ま
ず
戦
後
の
中
国
哲
学
・
思
想
史
研
究
に
現
れ
た
比
較
思

想
的
な
観
点
や
視
座
に
つ
い
て
、
少
し
く
概
観
し
て
み
た
い
。
こ
の
分
野

で
は
、
総
じ
て
、
直
接
、
比
較
思
想
的
な
研
究
を
志
す
も
の
は
稀
少
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
、
中
国
の
哲
学
・
思
想
の
研
究
が
、
歴
史
的
な
状
況
と
連

動
し
て
な
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
こ
と
、
そ
の
意
味
で
、
動
も
す
れ
ば
、
当

該
の
地
域
性
に
還
元
さ
れ
が
ち
な
性
格
を
強
く
有
し
て
い
る
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
か
ろ
う
。
翻
っ
て
、
比
較
哲
学
・
思
想
の
研
究
者
に
は
、
西
洋

哲
学
や
仏
教
学
な
ど
の
専
門
家
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
、
そ

う
し
た
分
野
が
持
っ
て
い
る
、
あ
る
種
の
普
遍
性
へ
の
志
向
の
反
映
と
も

考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
る
に
、
同
時
に
中
国
の
哲
学
・
思
想
の
研
究
に
お

い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
、
暗
黙
裡
に
は
、
西
欧
や
日
本
な
ど
と
の

比
較
が
一
定
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
ま
た
、
逆
に
歴
史

〈
特
集
３　

今
、
比
較
思
想
の
方
法
論
を
問
う　

第
三
回
〉

伊
　
東
　
貴
　
之
　

　
戦
後
日
本
の
中
国
哲
学
・
思
想
史
研
究
に
お
け
る
比
較
思
想
的
な

観
点
や
視
座
に
つ
い
て

─
問
題
提
起
を
兼
ね
た
概
観

─
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へ
と
い
う
図
式
と
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
「
正
↓
反
↓
合
」
の
図
式
と
を
接

合
し
つ
つ
、
そ
れ
に
「
朱
子
学
的
自
然
↓
徂
徠
学
に
お
け
る
作
為
性
↓
作

為
を
包
括
し
た
自
然
と
し
て
の
宣
長
学
」
と
い
う
展
開
を
準
え
る
が
、
潜

在
的
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
日
本
儒
学
を
早
い
時
期
に
分
類
し
た
井

上
哲
次
郎
ら
の
図
式
と
の
類
似
性
も
伏
在
し
て
い
る
や
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
守
本
順
一
郎
『
東
洋
政
治
思
想
史
研
究
』（
未
来
社
、
一
九
六
七
）
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
に
依
拠
し
て
、
一
面
で
丸
山
氏
の
図
式
や
観
点
を
批
判
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
朱
子
学
の
体
系
を
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
哲
学
に

比
擬
す
る
点
で
は
、
同
断
で
あ
る
。
な
お
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
か
ら

の
比
較
思
想
的
な
視
座
や
参
照
枠
組
を
内
包
す
る
研
究
と
し
て
は
、
他
に

も
、
岩
間
一
雄
『
中
国
政
治
思
想
史
研
究
』（
未
来
社
、
一
九
六
八
）、
同

『
中
国
の
封
建
的
世
界
像
』（
未
来
社
、
一
九
八
二
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、（
2
）
朱
子
学
の
思
想
体
系
（
理
気
論
な
ど
）
を
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
哲
学
を
引
証
し
て
、
説
明
す
る
立
場
が
あ
り
、
先
駆
的

な
も
の
と
し
て
、
安
田
二
郎
『
中
国
近
世
思
想
研
究
』（
弘
文
堂
、
一
九

四
八
. ,
↓
の
ち
筑
摩
書
房
よ
り
再
版
、
一
九
七
五
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
比
較
的
近
年
の
も
の
で
は
、
桑
子
敏
雄
「
価
値
の
根
拠
に
つ
い
て

―
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
程
伊
川
・
朱
子
」（『
比
較
思
想
研
究
』
第
十
七

号
、
一
九
九
一
）
が
、
朱
子
学
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
む
し
ろ
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
哲
学
に
こ
そ
比
擬
し
得
る
も
の
と
し
て
、
前
述
し
た
丸
山
氏
ら
の

所
説
を
批
判
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
特
に
倫
理
学
畑
の
研
究
者
な
ど
に
よ
っ
て
、（
3
）
朱
子
学
の

倫
理
学
と
カ
ン
ト
の
道
徳
哲
学
と
の
類
似
性
な
ど
を
指
摘
す
る
も
の
が
散

　
次
い
で
、（
二
）
い
わ
ゆ
る
三
教
（
儒
・
仏
・
道
）
交
渉
史
の
研
究
は
、

日
本
の
中
国
学
の
お
家
芸
と
も
言
え
る
領
域
で
あ
る
。
戦
後
の
主
要
な
成

果
と
し
て
、
荒
木
見
悟
『
仏
教
と
儒
教

―
中
国
思
想
を
形
成
す
る
も
の
』

（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
三
. ,
↓
研
文
出
版
よ
り
再
版
、
一
九
九
三
）、
同

『
明
代
思
想
研
究

―
仏
教
と
儒
教
の
交
流
』（
創
文
社
、
一
九
六
九
）、

吉
川
忠
夫
『
六
朝
精
神
史
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
）、
福
井
文

雅
『
欧
米
の
東
洋
学
と
比
較
論
』（
隆
文
館
、
一
九
九
一
）、
同
『
漢
字
文

化
圏
の
思
想
と
宗
教

―
儒
教
、
仏
教
、
道
教
』（
五
曜
書
房
、
一
九
九

八
）、
小
林
正
美
『
六
朝
道
教
史
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
九
○
）、
同
『
六

朝
仏
教
思
想
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
九
三
）、
吾
妻
重
二
『
宋
代
思
想

の
研
究

―
儒
教
・
道
教
・
仏
教
を
め
ぐ
る
考
察
』（
関
西
大
学
出
版
部
、

二
○
○
九
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち
、
福
井
文
雅
氏
は
、

実
際
の
交
渉
や
交
流
と
い
う
前
提
を
缺
い
た
一
般
的
な
比
較
思
想
研
究
に

対
し
て
は
、
む
し
ろ
否
定
的
な
論
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
（
三
）
い
わ
ゆ
る
比
較
思
想
的
な
研
究
へ
と
目
を
転

じ
て
み
よ
う
。
こ
の
領
域
で
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
豊
富
な
哲
学
的
内
容

を
含
む
朱
子
学
を
俎
上
に
載
せ
る
事
例
が
顕
著
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
研
究
史
上
、
最
も
代
表
的
な
見
解
と
し
て
、（
1
）
朱
子
学
の

思
想
体
系
（
理
気
論
な
ど
）
を
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
静
態
的
な
哲
学

体
系
に
比
擬
す
る
も
の
が
あ
る
。
政
治
学
・
政
治
思
想
史
の
分
野
で
の
成

果
で
は
あ
る
が
、
丸
山
眞
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
五
二
）
が
最
も
有
名
で
あ
り
、
そ
の
後
の
研
究
に
も
多
く
の

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
同
書
は
、
ボ
ル
ケ
ナ
ウ
の
「
自
然
」
か
ら
「
作
為
」
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訂
を
加
え
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
も
引
証
さ
れ
て
い
る
の
が
、
阿
部
吉
雄

『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
）
で
あ
る
。
ま

た
、
近
年
で
は
、
澤
井
啓
一
『〈
記
号
〉
と
し
て
の
儒
学
』（
光
芒
社
、
二

〇
〇
〇
）
な
ど
も
、
中
国
・
韓
国
・
日
本
の
儒
学
思
想
に
対
し
て
、
比
較

的
等
分
に
目
配
り
し
た
著
作
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
。

　
翻
っ
て
、（
5
）
中
国
思
想
の
特
質
や
そ
の
特
徴
、
国
民
性
な
ど
を
究

明
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
少
し
く
紹
介
し
た
い
。
イ
ン
ド
哲

学
・
仏
教
学
か
ら
出
発
し
て
、
比
較
思
想
研
究
の
分
野
を
開
拓
し
た
、
本

学
会
初
代
会
長
で
も
あ
る
、
中
村
元
の
『
東
洋
人
の
思
惟
方
法
Ⅱ

―
シ

ナ
人
の
思
惟
方
法
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
四
. ,
↓
の
ち
『
決
定
版
・

中
村
元
選
集
』
第
二
巻
、
春
秋
社
、
一
九
八
八
）
で
は
、
漢
民
族
の
思
惟

の
特
徴
と
し
て
、
①
具
象
的
知
覚
の
重
視
、
②
抽
象
的
思
惟
の
未
発
達
、

③
個
別
性
の
強
調
、
④
尚
古
的
保
守
性
、
⑤
具
象
的
形
態
に
即
し
た
複
雑

多
様
性
の
愛
好
、
⑥
形
式
的
斉
合
性
、
⑦
現
実
主
義
的
傾
向
、
⑧
個
人
中

心
主
義
、
⑨
身
分
的
秩
序
の
重
視
、
⑩
自
然
の
本
性
の
尊
重
、
⑪
折
衷
融

和
的
傾
向
と
い
っ
た
諸
点
を
挙
げ
て
、
考
察
を
加
え
て
い
る
。
翻
っ
て
、

岡
田
武
彦
『
中
国
思
想
に
お
け
る
理
想
と
現
実
』（
木
耳
社
、
一
九
八
三
. , 

↓
の
ち
『
岡
田
武
彦
全
集
』
第
十
九
巻
、
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）、

同
『
中
国
と
中
国
人
』（
啓
学
出
版
、
一
九
七
三
. ,
↓
の
ち
『
岡
田
武
彦

全
集
』
第
二
十
巻
、
同
、
二
〇
一
〇
）
で
は
、
儒
家
の
理
想
主
義
、
法
家

の
現
実
主
義
、
並
び
に
、
道
家
の
超
越
主
義
の
鼎
立
や
棲
み
分
け
に
、
そ

の
特
質
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
最
近
で
は
、
こ
れ
ま
で
む
し
ろ
中

国
の
周
縁
部
と
観
念
さ
れ
て
き
た
、
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
学
の
専
門
家
に

見
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
観
点
に
も
と
づ
く
研
究
成
果
と
し
て
は
、
主
な
も

の
に
、
山
本
命
『
宋
代
儒
学
の
倫
理
学
的
研
究
』（
理
想
社
、
一
九
七
三
）、

同
『
明
代
儒
学
の
倫
理
学
的
研
究
』（
理
想
社
、
一
九
七
四
）、
高
橋
進
『
朱

熹
と
王
陽
明

―
物
と
心
と
理
の
比
較
思
想
論
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九

七
七
）、
木
村
英
一
『
中
国
哲
学
の
探
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
一
）、
山

根
三
芳
『
朱
子
倫
理
思
想
研
究
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
）
な

ど
が
あ
る
。

　
次
い
で
、
比
較
思
想
的
な
視
点
と
と
も
に
、
第
一
義
的
に
は
、
む
し
ろ

（
4
）
日
本
の
儒
学
思
想
や
韓
国
・
朝
鮮
と
の
比
較
・
対
照
や
交
流
・
交

渉
を
念
頭
に
置
く
も
の
が
、
伝
統
的
に
も
有
力
な
分
野
で
も
あ
り
、
そ
れ

な
り
の
蓄
積
も
あ
る
。
夙
に
明
治
期
に
、
井
上
哲
次
郎
に
よ
る
『
日
本
陽

明
学
派
之
哲
学
』（
冨
山
房
、
一
九
〇
〇
）、『
日
本
古
学
派
之
哲
学
』（
同
、

一
九
〇
二
）、『
日
本
朱
子
学
派
之
哲
学
』（
同
、
一
九
〇
五
）
の
有
名
な

三
部
作
が
あ
り
、
例
え
ば
、
朱
謙
之
（
一
八
九
九
〜
一
九
七
二
）
の
『
日

本
的
朱
子
学
』（
三
聯
書
店
、
一
九
五
八
）、『
日
本
古
学
及
陽
明
学
』（
上

海
人
民
出
版
社
、
一
九
六
二
）、『
日
本
哲
学
史
』（
三
聯
書
店
、
一
九
六
四
）

の
如
き
、
戦
後
中
国
で
の
研
究
上
の
枠
組
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

る
他
、
前
述
し
た
丸
山
眞
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
な
ど
に
お
い
て

も
、
暗
黙
裡
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
同
書

の
英
訳
、Studies in the Intellectual H

istory of Tokugawa Japan, 
trans. by M

ikiso H
ane, U

niversity of Tokyo Press, 1989. 

で
は
、

そ
の
序
文
に
お
い
て
、
江
戸
儒
学
に
対
す
る
朝
鮮
儒
学
の
影
響
の
大
き
さ

に
つ
い
て
言
及
し
、
注
意
を
促
す
と
と
も
に
、
日
本
語
版
へ
の
若
干
の
修
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池
信
夫
『
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
形
成

―
王
岱
輿
研
究
』（
人
文
書

院
、
二
〇
一
二
）、
堀
池
信
夫
編
『
中
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
と
文
化
』

（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
二
九
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
）、
佐
藤
実
『
劉

智
の
自
然
学

―
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
研
究
序
説
』（
汲
古
書
院
、
二

〇
〇
八
）、
中
西
竜
也
『
中
華
と
対
話
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム

―
17
〜
19
世

紀
中
国
ム
ス
リ
ム
の
思
想
的
営
為
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一

三
）
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
、『
中
国
伊
斯
蘭
思
想
研
究
』
創
刊

号
（
二
〇
〇
五
）・
第
二
号
（
二
〇
〇
六
）・
第
三
号
（
二
〇
〇
七
）
に
お

い
て
、
明
代
の
中
国
人
ム
ス
リ
ム
学
者
・
劉
智
（
一
六
六
〇
頃
〜
一
七
三

〇
頃
）
の
著
作
『
天
方
性
理
』
の
訳
注
を
連
載
中
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、（
8
）
よ
り
積
極
的
に
比
較
思
想
的
な
立
場
に
与

し
、
そ
れ
を
標
榜
す
る
も
の
と
し
て
は
、
比
較
的
早
い
時
期
の
も
の
に
、

平
岡
禎
吉
『
淮
南
子
に
現
れ
た
気
の
研
究
』（
漢
魏
文
化
学
会
、
一
九
六

一
. ,
↓
改
訂
版
、
理
想
社
、
一
九
六
八
）
が
あ
り
、
古
代
中
国
の
「
気
」

の
思
想
と
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
自
然
哲
学
と
の
対
比
・
比
較
を
試
み
て
い

る
。
ま
た
、
前
掲
の
井
筒
俊
彦
『
意
識
と
本
質

―
精
神
的
東
洋
を
索
め

て
』
で
は
、「
東
洋
哲
学
」
の
共
時
的
構
造
化
が
志
向
さ
れ
て
、
老
荘
思

想
か
ら
、
仏
教
・
禅
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
・
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
な
ど
の

共
通
性
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
の
瞑
想
体
験
な
ど
が
分
析
や
考

察
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
佐
藤
貢
悦
『
古
代
中
国
天

命
思
想
の
展
開

―
先
秦
儒
家
思
想
と
易
的
論
理
』（
学
文
社
、
一
九
九

六
）
が
、
荀
子
と
ホ
ッ
ブ
ス
な
ど
を
比
較
す
る
他
、
近
年
の
労
作
と
言
え

る
、
中
島
隆
博
『
残
響
の
中
国
哲
学

―
言
語
と
政
治
』（
東
京
大
学
出

よ
る
、
岡
田
英
弘
『
中
国
文
明
の
歴
史
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇

四
）、
同
『
シ
ナ
（
チ
ャ
イ
ナ
）
と
は
何
か

―
岡
田
英
弘
著
作
集
・
第

四
巻
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
四
）
な
ど
の
提
言
も
あ
り
、
あ
る
種
の
中

国
中
心
主
義
的
な
見
方
を
相
対
化
す
る
視
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
既
述
の
（
一
）
と
も
関
連
す
る
が
、
比
較
思
想
的
な
視
点
を
含

ん
だ
、（
6
）
中
国
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
と
の

交
渉
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
や
は
り
前
掲
の
堀
池
信
夫
『
中
国
哲
学

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
者
』（
上
・
下
）
の
他
に
も
、
近
年
の
注
目
す
べ

き
達
成
と
し
て
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
〔
柴
田
篤
訳
注
〕『
天
主
実
義
』（
平

凡
社
・
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
四
）、
岡
本
さ
え
『
近
世
中
国
の
比
較
思
想

―
異
文
化
と
の
邂
逅
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
）、
同
『
イ
エ

ズ
ス
会
と
中
国
知
識
人
』（
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
）（
山
川
出
版
社
、
二
〇

〇
八
）、
ま
た
、
同
じ
く
論
攷
と
し
て
、
神
崎
繁
「
魂
の
位
置

―
十
七

世
紀
・
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
魂
論
』
の
受
容
と
変
容
」

（『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
第
十
九
号
、
中
国
社
会
文
化
学
会
、
二
〇
〇
四
）

な
ど
に
指
を
屈
す
る
こ
と
が
出
来
る（
２
）。

　
併
せ
て
、
最
近
の
顕
著
な
動
向
と
し
て
、（
7
）
中
国
思
想
と
イ
ス
ラ

ー
ム
哲
学
と
の
比
較
、
ま
た
は
、
中
国
ム
ス
リ
ム
と
の
思
想
的
交
流
・
交

渉
に
関
す
る
研
究
の
大
幅
な
進
展
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
分

野
で
は
、
井
筒
俊
彦
『
意
識
と
本
質

―
精
神
的
東
洋
を
索
め
て
』（
岩

波
書
店
、
一
九
八
三
. ,
↓
岩
波
文
庫
、
一
九
九
一
）
な
ど
が
、
そ
の
先
駆

的
な
存
在
と
し
て
、
夙
に
名
高
い
が
、
ご
く
近
年
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ

思
想
的
な
交
流
や
交
渉
、
影
響
関
係
に
力
点
を
置
い
た
も
の
と
し
て
、
堀
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と
も
酷
似
す
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。
両
者
は
ま
た
、
朱
子
学
の

解
体
過
程
の
裡
に
、
近
代
的
な
思
惟
様
式
の
萌
芽
を
見
よ
う
と
す
る
点
で

も
、
共
通
し
て
い
る
。
加
え
て
、
続
く
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』（
岩
波
新
書
、

一
九
六
七
）
に
お
い
て
島
田
氏
が
、
陽
明
学
的
展
開
の
行
き
着
い
た
地
点

を
「『
内
』
の
凱
歌
」「
聖
人
の
道
の
『
内
』
化
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」
と

規
定
し
つ
つ
、
一
方
で
徂
徠
学
を
「『
道
』
の
徹
底
的
外
面
化
」
と
評
価

す
る
姿
勢
も
、
奇
し
く
も
丸
山
氏
の
観
点
と
相
補
的
な
位
置
に
あ
る
と
言

う
こ
と
が
出
来
る
。
因
み
に
、
氏
は
、「
最
初
か
ら
中
國
の
獨
自
性
を
か

か
げ
て
理
解
を
斷
念
す
る
よ
り
は
、
も
っ
と
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
風
學
問
の
諸
概
念
を
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
つ
ま
り
、
中
國

の
う
ち
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
讀
も
う
と
し
て
、
ま
ず
、
進
む
以
外
は
な
い
。」

（
同
書
、「
あ
と
が
き
」、
三
二
九
頁
）
と
論
断
す
る
。
何
れ
に
せ
よ
氏
が
、

中
国
儒
教
に
対
し
て
「
満
腔
の
共
感
」
を
覚
え
つ
つ
も
、
そ
の
立
場
と
し

て
は
、「
い
わ
ゆ
る
近
代
主
義
者
、
否
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
義
者
で
す
ら
あ

っ
た
」（
三
三
一
頁
）
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い
。

　
次
い
で
、
溝
口
雄
三
氏
は
、
ま
ず
、
そ
の
出
世
作
『
中
国
前
近
代
思
想

の
屈
折
と
展
開
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
）
な
ど
を
通
じ
て
、

島
田
虔
次
、
荒
木
見
悟
、
西
順
蔵
の
諸
氏
ら
、
戦
後
日
本
の
中
国
思
想
史

研
究
を
代
表
す
る
諸
先
学
の
業
績
を
批
判
的
に
摂
取
、
継
承
し
つ
つ
、
上

は
宋
代
か
ら
、
氏
の
狭
義
の
専
門
領
域
で
あ
る
明
清
期
を
経
て
、
下
は
清

末
、
近
・
現
代
を
も
視
野
に
収
め
つ
つ
、
広
く
中
国
の
近
世
、
あ
る
い
は

前
近
代
を
展
望
す
る
広
闊
な
視
座
に
立
っ
て
、
こ
の
時
期
の
思
想
史
に
一

貫
す
る
内
実
を
摑
み
出
そ
う
と
し
た
。
ま
た
、
そ
の
際
、
そ
の
連
続
性
の

版
会
、
二
〇
〇
七
）、
同
『
共
生
の
プ
ラ
ク
シ
ス

―
国
家
と
宗
教
』（
同
、

二
〇
一
一
）
で
は
、
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
や
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ

ス
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
ら
、
現
代
思
想
の
旗
手
た
ち
と
の
対
話
が
試
み

ら
れ
て
い
る
。

二 

　
比
較
思
想
の
立
場
か
ら
見
た
、
戦
後
の
中
国
近
世
思
想
史
研

究
に
つ
い
て
―
島
田
虔
次
と
溝
口
雄
三
の
両
氏
を
例
と
し
て
（
３
）

　
次
い
で
、
筆
者
の
専
門
で
も
あ
る
中
国
近
世
思
想
史
研
究
に
関
し
て
、

戦
後
日
本
を
代
表
す
る
島
田
虔
次
と
溝
口
雄
三
の
両
氏
を
め
ぐ
っ
て
、
若

干
の
考
察
を
展
開
し
た
い
。
ま
ず
、
総
じ
て
両
者
と
も
、
ウ
エ
イ
ト
の
違

い
は
あ
っ
て
も
、
西
欧
の
政
治
・
社
会
思
想
史
が
暗
黙
の
参
照
枠
と
し
て

前
提
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
他
、
溝
口
氏
の
場
合
に

は
、
日
本
と
の
比
較
に
関
す
る
志
向
も
強
い
こ
と
が
特
徴
と
も
言
え
る
。

　
島
田
氏
は
、
そ
の
代
表
作
『
中
国
に
お
け
る
近
代
思
惟
の
挫
折
』（
筑

摩
書
房
、
一
九
四
九
. ,
↓
改
訂
版
、
一
九
七
〇
. ,
↓
の
ち
井
上
進
・
補
注
、

平
凡
社
・
東
洋
文
庫
（
上
・
下
）、
二
〇
〇
三
）
に
お
い
て
、
明
代
中
葉

以
降
の
陽
明
学
の
歴
史
的
・
思
想
史
的
な
展
開
の
裡
に
、「
天
と
人
と
の

分
裂
」
を
見
出
し
、
ひ
い
て
は
そ
こ
に
個
人
の
析
出
や
近
代
的
な
市
民
意

識
の
萌
芽
を
看
取
し
つ
つ
も
、
そ
の
早
過
ぎ
た
出
現
の
故
に
、
そ
れ
が
挫

折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
と
の
結
論
を
導
い
た
。
こ
う
し
た
ト
レ
ー
ス
が
、

い
わ
ば
時
代
性
の
刻
印
も
あ
っ
て
か
、
Ｆ
・
ボ
ル
ケ
ナ
ウ
な
ど
を
下
敷
き

と
し
つ
つ
、「
自
然
」
か
ら
「
作
為
」
へ
、
と
い
う
か
た
ち
で
の
近
代
性

へ
の
道
筋
を
描
出
し
た
、
丸
山
眞
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
の
立
場
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的
な
価
値
基
準
の
相
対
化
が
目
指
さ
れ
た
、
初
期
の
段
階
で
は
、
歴
史
的

な
時
間
軸
上
の
タ
テ
の
文
脈
に
お
け
る
比
較
や
対
比
に
、
概
ね
主
眼
が
置

か
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
に
対
し
て
、
後
年
、
溝
口
氏
の
な
か
で
、
中
国

を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
中
国
・
日
本
・
西
洋
の
何
れ
も
が
等
分
に
相
対

化
に
附
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
む
し
ろ
歴
史
的
な
背
景
や
社
会
構
造
な

ど
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
い
わ
ば
ヨ
コ
の
水
平
軸
に
お
け
る
、
思
想
の
構

造
的
な
差
異
や
対
照
に
、
多
く
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
如
く
見

受
け
ら
れ
る
。
逆
に
、
江
戸
儒
学
に
対
す
る
朝
鮮
儒
教
の
影
響
の
大
き
さ

に
鑑
み
て
も
、
東
ア
ジ
ア
の
中
で
、
中
国
と
日
本
に
挟
ま
れ
た
恰
好
で
、

朝
鮮
・
韓
国
が
些
か
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
現
在
か
ら
見
れ
ば
、

大
き
な
問
題
点
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　（
1
）
こ
れ
と
関
連
し
て
、
Ｗ
・
Ｌ
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
〔
北
原
道
彦
訳
〕『
近
代
フ
ラ
ン

ス
文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
日
本
と
中
国
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
）
も
、

彼
の
地
の
伝
統
的
な
中
国
認
識
や
日
本
観
を
知
る
上
で
、
参
考
に
値
す
る
。

　（
2
）
こ
れ
と
関
連
し
て
、
例
え
ば
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ル
ネ
〔
鎌
田
博
夫
訳
〕『
中

国
と
キ
リ
ス
ト
教

―
最
初
の
対
決
』（
叢
書
・
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
）（
法
政
大

学
出
版
局
、
一
九
九
六
）、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ラ
ー
ル
「
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
の

『
講
義
要
綱
』
の
和
譯
と
日
本
の
宗
教
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
二
十
八
号
、

早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
、
二
〇
一
一
）
な
ど
も
ま
た
、
参
照
に
値
す
る
。

　（
3
）
本
節
に
関
し
て
は
、
行
論
の
都
合
上
、
既
往
の
拙
稿
「
伝
統
中
国
を
ど
う
捉

え
る
か
？

│
研
究
史
上
の
ポ
レ
ミ
ッ
ク
に
見
る
儒
教
の
影
」（『
現
代
思
想
』

〔
特
集
：
い
ま
な
ぜ
儒
教
か
〕vol. 42

│4

、
青
土
社
）
な
ど
と
一
部
、
重
複
す
る

部
分
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

（
い
と
う
・
た
か
ゆ
き
、
中
国
近
世
思
想
史
、
日
中
比
較
文
学
・
思
想
、

国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）

側
面
を
積
極
的
に
抽
出
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
む
し
ろ
伝
統
思
想
の
自
生

的
・
内
在
的
な
発
展
に
伴
う
、
そ
の
革
新
的
な
変
容
と
再
生
を
迹
づ
け
た
。

そ
の
た
め
、
翻
っ
て
、
中
国
的
近
代
は
、
明
末
の
段
階
で
「
挫
折
」
し
た

と
す
る
、
島
田
虔
次
氏
の
所
説
は
、
批
判
と
克
服
の
対
象
と
な
る
と
と
も

に
、
島
田
氏
の
こ
う
し
た
枠
組
自
体
も
ま
た
、
西
欧
的
な
価
値
基
準
を
外

在
的
に
中
国
に
当
て
嵌
め
よ
う
と
す
る
も
の
、
と
の
批
判
を
惹
起
す
る
所

以
と
も
な
っ
た
。
し
か
る
に
、
溝
口
氏
の
場
合
も
、
そ
の
実
、
西
欧
の
政

治
・
社
会
思
想
史
が
暗
黙
の
参
照
枠
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
否
定
し
よ

う
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
末
清
初
期
に
は
、
政
治
観
・
君

主
観
・
公
私
観
、
そ
し
て
人
間
（
人
性
）
観
な
ど
の
上
で
大
き
な
変
化
が

現
れ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
富
民
層
（
地
主
・
商
人
層
）
の
経
済
的
・

社
会
的
力
量
の
増
大
が
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
し
、
彼
ら
が
恰
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
果
た
し
た
歴
史
的
役
割
に
も
比
定
し
得
る
役
割

を
演
じ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
な
お
、
溝
口
氏
の
場
合
、
比
較
的
初
期
の
頃
に
は
、
主
と
し
て
西
洋
の

政
治
思
想
史
や
社
会
思
想
史
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
後

に
『
中
国
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
Ⅰ

―
異
と
同
の
あ
い
だ
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
一
）
に
も
収
め
ら
れ
た
、
相
良
亨
氏
と
組
ん
だ
『
文
学
』
誌
上
で

の
連
載
（
一
九
八
七
〜
一
九
八
八
）
の
頃
に
至
る
と
、
中
国
と
日
本
と
い

う
対
比
へ
と
関
心
が
大
き
く
傾
き
、
や
が
て
『
中
国
の
公
と
私
』（
研
文

出
版
、
一
九
九
五
）
な
ど
以
降
に
な
る
と
、
も
う
一
度
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
中
国
を
中
心
に
、
日
本
や
西
洋
世
界
と
の
比
較
が
改
め
て
問
い
直

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
窺
え
る
。
ま
た
、
そ
の
際
、
主
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ




